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１）産総研 活断層・火山研究部門

１．南海トラフ巨大地震の予測に向けた地下水・地殻ひず
み観測

東海地方から四国の沖合にある駿河・南海トラフでは，

マグニチュード8クラスの巨大地震が100年から200年

程度の間隔で繰り返し発生しています．

最近の地震研究の進展により，プレート境界にある南

海トラフ巨大地震の想定震源域（第1図の固着域および

第２図参照）の深部延長部（深さ30 ～ 40km：第1図の

遷移領域）で，通常の地震よりも低い周波数を持つ「深

部低周波微動（以下，微動）」が発見されました（Obara, 

2002）．さらに，この微動の震源とほぼ同じ場所で，微動

と同期して3～ 8ヶ月程度に1回の頻度で数日から1週間

程度継続する「深部ゆっくりすべり（以下，深部すべり）」

が発生していることもわかりました．

いくつかのコンピュータシミュレーションによって，巨

大地震の直前に深部すべりが発生し，遷移領域から巨大地

震発生域（固着域）に移動することが示されています．ま

た，巨大地震が近づくと，微動と深部すべりの発生頻度が

増えることや，すべりの大きさが大きくなることも示され

ています（例えば，Matsuzawa et al ., 2010）．

深部すべりによるひずみなどのデータの変化量は観測の

ノイズレベルに近いため，上述した地震発生シナリオに基

づいて巨大地震の短期予測（数日前の予測）や中期予測（数

ヶ月～数年前の予測）を行う際には，深部すべりを迅速か

つ高精度に検出することが大きな課題となっています．こ

の課題を克服するべく，微動と深部すべりの位置と規模を

できるだけ迅速に正確に推定し，その時間変化を捉えるた

めの観測技術・解析技術の開発を行い，南海トラフ巨大地

震の短期・中期予測技術の開発に繋げることが地震地下水

研究グループの研究目標です．

２．最近の研究成果

当研究グループでは，1978年から大規模地震対策特別
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措置法に基づき東海地震の想定震源域近くに10地点15本

の地下水観測井戸を展開し，観測データを気象庁にリアル

タイムで提供しています．さらに，東海地震の判定を行う

地震防災対策強化地域判定会（以下，判定会）に説明員と

して参加することにより，国の地震予知事業を分担してい

ます．

2006年に東南海・南海地震予測のための地下水等総合

観測施設の建設を開始し，2014年現在16観測点で地下

水・地殻ひずみ，傾斜，地震データを観測しています（第

２図）．当研究グループでは，これらのデータを用いて深

部すべりや微動を解析する手法を開発し，奈良県南部での

深部すべりを初めて検出しました．また，遠地地震の表面

波によって深部すべりが誘発されたことを発見し，深部す

べりが誘発される応力条件を明らかにし（Itaba and Ando, 

2011），世界で初めて深部すべりによる地下水変化を発見

しました（Kitagawa and Koizumi, 2013）．また，これら

の観測データのグラフ等を公開しています（https://www.

gsj.jp/wellweb/　2014/03/10 確認）．

2011年より防災科学技術研究所（防災科研）との共同

研究によって，産総研の地下水・ひずみ等のデータと防災

科研Hi-net観測点の傾斜データとの相互データ交換をリア

ルタイムで開始しました．気象庁とは以前から同様なデー

タ相互交換が行われていますので，産総研・防災科研・気

象庁データを統合して，今までより迅速で詳細な深部すべ

りの解析を行うことが可能となりました．深部すべりの解

析結果は，毎月行われる地震調査委員会に報告すると共に，

判定会と地震予知連絡会に報告しています．

本研究グループでは，南海トラフの巨大地震の予測に資

するため，1946年南海地震前後の調査も行いました．地

震前後の地殻の上下変動を推定するために，いくつかの機

関の水準等のデータを収集し，さらに四国や紀伊半島で目

撃証言や文献を収集しました．その結果，1946年南海地

震前後の地殻の上下変動を従来より高い信頼性で推定する

ことができました（梅田・板場, 2013）．
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３．新研究部門での地震地下水研究グループの研究
内容

当研究グループでは，今後も上述の深部すべり・

微動を用いた南海トラフ巨大地震の短期・中期予測

のシナリオに基づき，同地震の短期・中期予測の研

究を継続します．予測精度向上に不可欠な深部すべ

り・微動のより迅速・詳細な解析のために，安定し

た観測と観測・解析手法開発の研究を継続します．

南海トラフ巨大地震の前には，上述した２つの地

震発生のシナリオ通りに進まない可能性もありま

す．確度の高い巨大地震の短期・中期予測を実現す

るためには，上述の地震発生のシナリオの他に，あ

らかじめ可能性がある地震発生シナリオを複数用意

し，観測データをモニタリングする必要があります．

さらに，新たな地震発生シナリオの提案には，過

去の地震前後の上下変動，地下水変化，潮位変動な

どの現象の把握や長期の測地・測量データの解析も

重要です．適切な地震発生シナリオを選択する際に

は，巨大地震周辺のプレート間固着の時空間変化の

解析結果は必須です．当研究グループでは，地震発

生シミュレーションの研究者と協力し，南海トラフ

巨大地震周辺域での地下水等総合観測施設の観測デ

ータ・解析結果や上記の過去の地震前後のデータ，

プレート間固着の解析を行い，その結果を提供する

ことにより，新たな地震発生シナリオの提案と検証

に貢献したいと考えています．

当研究グループでは，上記のほか，南海トラフ巨

大地震周辺域での地下水等総合観測施設の整備およ

び深部すべり・微動のメカニズム理解のための研究

を実施します．

これらの研究によって，深部すべり・微動の詳細

なモニタリングや，観測データとシミュレーション

による地震発生シナリオの作成・検証・絞り込みを

行い，南海トラフ巨大地震の短期・中期予測を目指

します．
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